
小型乗用摘採機の作業性および経営的評価

［要約］小型乗用摘採機の１０ａあたりの作業能率は５００㎏／１０ａで６６分であ

り、摘採精度は走行速度で０．４３ｍ／秒まで、傾斜角度では８度までの範囲で高か

った。また、従来の可搬型と比較して導入による農業所得の増大効果は４ｈａを越え

る経営で得られ、その他にも作業強度の軽減が期待できる。
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［背景・ねらい］

中山間地の小区画茶園にも導入できる乗用摘採機として、従来の一うね型乗用摘採機の

生葉収容方式を摘採装置前面からの送風により後部の布製収容袋に収容する方式に簡略化

し、小型化したもの（以下：小型乗用摘採機）が開発された。そこで、Ｏ社製「ＯＨＬ－

５」を供試して、その作業性・経済性について検討し、現地への導入に資する。

［成果の内容・特徴］

１．本機は後部の収容袋２袋が満たされると摘採を中断し袋交換を行う。茶葉の入った袋

は機体左右のラックに一時掲載して再び摘採を開始できる。ラックには左右各２袋ずつ

積載でき、収容部の２袋と合計６袋分摘採して圃場外に生葉搬出する。乗用型のため、

摘採時の労働強度は軽減される（写真１）。

２．現地調査によると摘採作業のうち旋回・袋交換・生葉搬出の各作業１回あたりの所要

時間はそれぞれ１０秒・８０秒・１７５秒で、袋交換時の平均収容量は３０㎏／２袋、

生葉搬出は９０㎏／６袋収容毎に１回行われた。

４．これらをもとにモデル圃場（畦幅１．８ｍ、畦長５０ｍ）における１０ａあたり作業

能率を収量レベル別にシミュレートすると５００㎏/１０ａで６６分となる（表１）。

５．摘採精度を摘採残存部長の平均偏差値からみると、走行速度別には０．４３ｍ／秒ま

で、傾斜角度別には８度までの範囲で縦・横方向ともに偏差の幅は小さく、摘採精度は

高かった（表２）。

６．年間生葉収穫量１６５０㎏／１０ａ、生葉平均単価２５９円／㎏、労賃単価２０００

円／時間、家族労働時間２５００時間／１．５人とし、経営規模別に農業所得をシミュ

レートすると、約４ｈａを越えると 小型乗用摘採機での所得が可搬型を上回り、導入の

効果が得られる（図１）。

［成果の活用・留意点］

１．傾斜度８度までの摘採精度は明らかになったが、部分的には急傾斜や段差になってい

ることもあるため、安全性の十分に確保できる傾斜地形の範囲で使用すること。

２．急発進・急停止・急旋回等は危険が伴うので行わない。



［具体的データ］

写真１ 小型乗用摘採機

表１ モデルほ場（畦幅１．８ｍ、畦長５０ｍ）における１０ａあたり作業能率シミュレーション

表２ 走行速度およびほ場の傾斜と摘採残存部長の平均偏差

図１ 機械体系別農業所得
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＜設定条件＞
年間生葉収穫量  ：１６５０㎏／１０ａ
生葉平均単価 ：２５９円／㎏
年間家族労働時間：２５００時間／１．５人

  労賃単価  ：２０００円／時間

収量レベル 走行速度 摘採 旋回 袋交換* 生葉搬出** 計
（㎏/10ａ） （m/秒）

500 0.35 ２６分２７秒 １分４１秒 ２２分１３秒 １６分１２秒 ６６分３３秒

750 0.28 ３３分０４秒 １分４１秒 ３３分２０秒 ２４分１８秒 ９２分２３秒

1000 0.22 ４１分２０秒 １分４１秒 ４４分２７秒 ３２分２４秒 １１９分５２秒

＜計算式＞ 畦幅（ｍ）：Ｗ 摘採時間＝ １０００／Ｗ／Ｓ
畦長（ｍ）：Ｌ 旋回時間＝ １０（秒）×（１０００／Ｗ／Ｌ－１）

収量（㎏/10ａ）：Ｎ 袋交換時間＝ ８０（秒）×Ｎ／３０
走行速度（ｍ／秒）： Ｓ 生葉搬出時間＝ １７５（秒）×Ｎ／９０

 *収容した袋２袋（３０㎏）を空袋と交換
**収容した袋６袋（９０㎏）をほ場外トラックに積み替え

類別 走行速度別 傾斜角度別
区 速度－１ 速度－２ 速度－３ （参）可搬式 傾斜－１ 傾斜－２

走行速度 （ｍ／秒） 0.23ｍ／秒 0.43ｍ／秒 0.7ｍ／秒 0.41ｍ／秒 0.34 ｍ／秒
縦（畦）方向 ０度 ８度 ２度

圃場の傾斜 横（畦直角）方向 ３度 ５度 ５度
上りｏｒ下り 水平 上り ほぼ水平

平均摘採残存部長（mm） 33.5 35.1 40.1 21.0 18.6 18.9
摘採残存部長 縦方向 6.2 4.3 6.3 7.9 3.4 4.2
の平均偏差（mm） 横方向 5.1 4.6 11.6 6.7 3.2 2.8




